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　火國の動き
一一濯窪潟響翔現在一一一・

男　　　難，β塗9縣3藁

蚕　4，7麟縣3〉
鎌　　　9，383醗6）

毯帯数2，287総欝

　轍前欝鎗較

1辮

寒

蓑毒
難韮

べなつっもい珍・鳥きんは

　　　にいがた庶産一千剃轍一
　　　天然記念物のトウマルは．全国に500羽
　　しかいない長鳴き，鴇・
　　　黒緑色で、真っ赤なとさかのつがいは・県
　　から贈られました。
　　　10月から5・6年生の飼育委員が大切に育
　　てています。
　　　「ろ一一一」という低い声で￥なが～～く
　　嚥1きました。
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会義暑一
四

告報

守氏

朗氏を再任
南　　晶　　　　　胃助役は

田ロ収入役は

　
十
一
月
七
日
第
六
回
町
議
会
臨
時
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
故
小
川
清
次
議
員
の
合
同
葬
儀
経
費
五
〇
万
円
を
追
加
し
た
一
般
会
計

補
正
予
算
（
専
決
処
分
）
承
認
の
あ
と
、
十
一
月
十
四
日
任
期
満
了
と
な

る
助
役
、
収
入
役
に
、
引
き
続
き
南
雲
助
役
、
田
口
収
入
役
を
選
任
す
る

こ
と
に
、
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
　
「
第
十
次
道
路
整
備
五
ヵ
年
計
画
の
投
資
規
模
確
保
等
に
関
す

る
意
見
書
」
を
、
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
関
係
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。

南
雲
助
役
の
お
も
な
経
歴

中
仙
田
　
昭
和
六
年
三
月
十
日
生

62　5853504442
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

111144412　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　

15　15　1　　1　　1　　1

土
木
課
農
業
土
木
係
長

土
木
課
第
一
係
長

学
校
教
育
課
長

総
務
課
長

町
助
役
就
任

同
再
任

田
口
収
入
役
の
お
も
な
経
歴

木
落
大
正
十
五
年
六
月
四
日
生

6258575449433836
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

111110124422　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1515　1　16　1　　1　　1　　1

税
務
係
長

財
政
課
長

収
入
役
室
長
、
副
収
入
役

産
業
課
長

建
設
課
長
兼
企
業
室
長

企
画
室
長

町
収
入
役
就
任

同
再
任

故
小
川
清
次
さ
ん

難
猷
難
瑞
宝
章
の
栄
誉

　
十
月
二
十
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
町

議
会
議
員
小
川
清
次
さ
ん
（
下
平
新

田
、
享
年
七
十
二
歳
）
に
、
内
閣
総

理
大
臣
か
ら
従
六
位
勲
五
等
瑞
宝
章

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
氏
は
、
四
十
年
九
月
町
議
会
議

員
に
初
当
選
し
ま
し
た
。
以
来
、
連

続
六
期
当
選
、
亡
く
な
ら
れ
る
ま
で

の
二
十
二
年
間
議
会
活
動
を
続
け
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

議
員
中
の
お
も
な
職
歴
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．
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団
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歴

㎜
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鑑
）
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輝
課
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．

蔀
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轟
鰯
連
合
支

㌍
d
）
同
連
盟
常
任
理
事
（
M

6
1
2
年
7
月
）

騨
別
藩
鰹
謄
会
監

㎜
．
n
．
以
）
同
会
会
環
県
町
村
議

6
．
8
．
3
会
議
長
会
理
事
（
1
年

　
　
　
　
　
9
月
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表
　
　
　
彰
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・
7
・
22
県
旧
軍
恩
連
盟
会
長
表

　
　
　
　
　
彰
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6
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恩
連
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全
国
会
長
表

　
　
　
　
　
彰
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・
7
・
1
0
県
町
村
議
会
議
長
会
長

　
　
　
　
　
表
彰
（
地
方
自
治
功
労
）
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・
2
・
6
全
国
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　
　
　
長
表
彰
（
同
）

61
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2
3
県
町
村
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議
長
会
長
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彰
（
同
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総合開発計画を改定

元男氏
山欽一一郎氏
木
丸

押会長に
町長から諮問書を受ける押木会長

副会長に

　
十
一
月
九
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、

町
総
合
開
発
計
画
審
議
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
町
の
総
合
開
発
計
画
は
、
昭
和
四

十
四
年
に
初
め
て
作
ら
れ
て
以
来
、

四
回
に
わ
た
っ
て
改
定
し
な
が
ら
、

将
来
の
町
づ
く
り
の
進
め
方
や
、
そ

の
具
体
策
を
ま
と
め
た
、
総
合
的
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
え
ま
す
。

　
今
回
、
こ
の
内
容
の
一
部
変
更
や

見
直
し
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
い
ぜ
ん
と
し
て
若
年
層
を
中
心
に

し
た
、
人
口
流
出
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
傾
向
の
中
で
、
新
十
日
町
大

橋
（
仮
称
）
の
架
橋
、
J
R
水
路
ト

ン
ネ
ル
の
着
工
、
リ
ゾ
ー
ト
構
想
の

組
み
入
れ
な
ど
、
町
づ
く
り
に
当
た

っ
て
重
大
な
影
響
を
持
つ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
具
体
化
な
ど
を
施
策
に
反
映

し
た
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
、
町
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
同

委
員
は
三
十
人
。
町
議
会
議
員
、
教

育
委
員
会
、
農
業
委
員
会
の
委
員
な

ど
の
ほ
か
、
各
種
団
体
の
役
職
員
や

地
域
活
性
化
の
旗
手
と
も
い
え
る
若

い
人
た
ち
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
審
議
会
で
は
、
三
つ
の
部
会
に
分

か
れ
て
審
議
が
進
め
ら
れ
、
十
二
月

中旬に、

町
長
あ
て
答
申
書
が
提
出

さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

審
議
会
委
員
の
み
な
さ
ん

　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　
　
（
◎
委
員
長
○
副
委
員
長
）

第
一
部
会

○◎

小
海
貞
二

馬
場
文
雄

平
野
圭
二

高
橋
信
雄

丸
山
欽
一
郎

水
品
正
一
郎

田
口
秀
子

丸
山
一
徳

山
家
勝
一

平
野
正
晴

　　　第
　○◎二
　．＿　部
押局登△
　木橋坂質
釜　弥暑太
‘策郎茂
5

ハ　ハ　ハ　ハ　ハ　ハ　ハ　ハ　ハ　ハ
上木原木三原赤黙上
町落田落領田谷寺町野
）　）　）　）　）　）　）　）　）　）

ハ　ハ　ハ元高岩
　原
町田瀬
）　）　）

　　第
○◎三
＿　部　　　　＿
晶小ム小若小小滋星小
井林置海山林熊野名山
　　　　　　与　　美タ寅　　秀重士豊憲知
　　　　　　ノじヤ　　　　　ヨ
キ雄　博子則雄子三真

小
林
寅
雄

富
井
タ
キ

押
木
元
男

滋
野
一
郎

金
子
幸
作

宮
　
啓
一

北
村
秋
江

小
林
正
夫

北
村
日
出
太

松
本
一
仁

灘鑓軸
（
中
屋
敷
）

（
上

（
元

（
野

（
岩

瀬口町野
）　）　）　）

（
山
野
田
）

（
東
善
寺
）

（
木
島
）

（
山
野
田
）

（
中
屋
敷
）

駄
姻
両
氏
県
知
事
か
ら
表
彰

　
十
一
月
三
日
県
庁
で
、
六
十
二
年

度
県
知
事
表
彰
の
表
彰
式
が
あ
り
ま

し
た
。

　
県
政
功
労
者
三
人
、
技
術
賞
受
賞

社
会
福
祉
の
部

中
央
町
　
太
田
義
雄
さ
ん

（
72
）

者
十
人
、
一
般
功
労
者
三
十
四
人
一

団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
町
で
は
、
一
般
功
労
者
と
し
て

次
の
お
二
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

農
林
水
産
の
部

　
原
田
　
丸
山
欽
一
郎
さ
ん
（
62
）
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国
県
道

菊
・
5
茱
自

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　琶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適　　　　　　　　　　　　　　　　　農　　　　　　　　　　　　　　　　灘
　　　　　　　　　　　　　藩　　　　　　　　路　　　　道

『

町
道
駆
◎
、
翻
棄
目

線総延長97．92キロメートル

　
八
・
年
も
ま
た
、
雪
に
対
し
て
備
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
季
と
な
り
ま

し
た
。

　
十
一
月
二
十
八
日
、
道
路
除
雪
協

力
会
総
会
が
開
か
れ
、
道
路
の
除
雪

計
画
な
ど
に
つ
い
て
審
議
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
昨
冬
か
ら
、
川
西
町
除
排
雪
協
同

企
業
体
（
代
表
吉
楽
土
建
）
が
組
織

さ
れ
、
町
で
は
全
路
線
の
除
排
雪
作

業
を
一
括
こ
の
企
業
体
に
委
託
し
て

い
ま
す
。

　
同
企
業
体
は
、
次
の
十
社
で
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
。
　
（
順
不
同
）

吉
楽
土
建

村
越
工
業

北
野
工
務
店

魚
沼
重
機
工
業

福
田
石
材

羽
鳥
建
設

星
名
建
設

押
木
建
設

高
橋
建
材
工
業

井
川
建
設

千手地区

上野地区
路　　線　　名

除　　雪　　区　　間
起　　　点 終　　　点

上　野　向　山　線
　〃　　北　原　線
元町部落内1号線
新町新田中学校線

上野東浦1号線
〃　西浦2号線
　〃　　　3号線
　〃　　　1号線

　〃　　4号線
　〃　　5号線
元町新町新田線
新町新田寺ケ崎1号線

県　　　　　　　道

　　〃全　　　　　線
上野西浦2号線
国　　道　252　号

山喜屋豆腐店
農協　本所前
上野西浦2号線
根　津　石　三宅

上野西浦1号線
神　社　重
公　　民　　館　　剛

上野鶴吉線
古　　　沢　　　宅

上野西浦3号線
下平新　田　線
新町新田中学校線

　　〃
上野下平新田元町線

上村峯松宅
勝見屋　商　店
新　町　墓　地
新町新田環状線

地区橘
路　　線　　名

除　　雪　　区　　間
起　　　点 終　　　点

木落部落内1号線
　〃　　　2号線
　〃　　　3号線
新町新田岩瀬線
仁　田　塩　辛　線

塩辛寺ケ崎線
木　落　原　田　線
仁　田　東　浦　線
野　口　西　浦　線

　　〃野　口　環　状　線
〃　　下原2号線
原　田　下　原　線
〃　　北　　　線
野　口　原　田　線

木落部落内全線

　　〃
　　〃県　　　　　　　道
熊の堂入口三差路
渡辺　工　務　店

山崎武治宅裏
橘　小　学　校
村越辰　雄宅
大久保靖孝宅
須藤　亮助　宅
下原三方バス停
下　　　原　　　堤

丸　山　一徳　宅

高橋　博行宅

川　　西　　ダ　　ム

塩辛公民館
塩　　　　　　辛
下　　　原　　　堤

川　崎清一宅
片桐巧八郎宅
村　越　勝　宅
県　　　　　　道

下原公民館
県道まで全線
取安神社下県道
池　竹　広　宅

除　　雪 区　　間
路　　線　　名

起　　　点 終　　　点

山野田西浦線 平　野　機　械　店 上　原　忠　二　宅
中島町栄町線 朝　日　町　町　内
山野田原栄町2号線千手ストアー 鉄　道　駐　車　場

中島町栄町線 山野田原栄町線 山野田下平線
〃 県　　　　　　道 柳　沢　　商　　店

中島町山野田原線 中島町栄町線 山野田原栄町線
山野田原栄町2号線 宮　本　昌　幸　宅 相　崎　武　　宅

田中四郎兼線 南　雲　徳吉宅 清　水　定一　宅
東　　善　　寺　　線 川　　　端　　　宅 東　　　善　　　寺

裏　町　学　校　線 富　　野　　屋　宅 庄　九　　郎　　宅

田　中　寺　尾　線 田　中　藤沢線 中屋敷長福寺線
木　島　伊　友　線 千　手　農　協 高　橋　芳　造　宅
伊　友　東　浦　線 高原田伊友小根岸線 伊　友公　民　館

〃　　西　浦　線 〃 浄　　　正　　　院

高原田東浦線 佐　渡屋　商　店 柳　和　　夫　宅
〃　西浦1号線 県　　　　　　道 高原田西浦2号線
〃　西浦2号線 佐　渡屋　商　店 旧　山　ノ　根　線

古屋敷北原線 小　　八　屋　脇 星　名　忠　夫　宅
裏　町　沖　立　線 ひらき屋宅脇 堂　　　の　　　前

坪山部落内線 高　橋　弘蔵宅
坪山部落内線環状線全線

〃　ため池線 高　橋　建　材 高橋　弘　蔵　宅
〃　霜　条　線 坪山ため池線 霜　条公民　館
霜条鶴吉1号線霜　条公民館 清　　　竜　　　寺
〃　坪山南原線 坪　山　霜　条線 幹　　　　　　線
〃　北　　原　　線 霜　条公　民館 総合体育　館

仙田地区

第2種除雪道路
　　　　（瀞撃罐辮罷麓場合に）

路　　線　　名
除　　雪　　区　　間
起　　　点 終　　　点

新町新田岩瀬線
岩瀬部落内1号線
田戸越ケ沢トンネル線

中仙田東浦1号線
　〃　薬　師　線
　〃　東浦2号線

田戸部落内線
〃　　藤　沢　線

国　　道　404　号

　　〃越ケ沢トンネル出口
仙田郵便局前
国　道　404　号
大　坂　屋　宅
田　戸　藤　沢線
県　　　　　　道

登　坂　松二宅
中　村　昌　弘　宅

田　　　　　　　戸

龍巳ドライブイン
中仙田新屋敷線
国　道　404　号

樋口虎一宅裏
　　〃
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路雪
岬
除

ぜ
ひ
守
っ
て
ほ
し
い
こ
と

◆
　
十
二
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
、

　
除
雪
路
線
は
全
面
駐
車
禁
止
で
す
。

◆
　
道
交
法
施
行
細
則
で
、
道
路
上
に
雪
を
捨

　
て
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
や
む
を

　
得
ず
屋
根
の
雪
な
ど
を
落
し
た
ら
、
速
や
か

　
に
片
付
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
　
消
雪
パ
イ
プ
は
、
午
後
二
～
三
時
と
四
～

　
五
時
の
二
時
間
、
運
転
休
止
に
な
り
ま
す
。

難

襯

難

鵬

（62．1．25中島町栄町線）

　
　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
　
　
力

　
　
　
　
　
　
噛
つ

　
　
磁

　
　
　
　
　
　
よ

購
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
で

　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
な

　
　
　
　
　
　
雪

　
　
　
　
鐘
　
小

　
　
　
　
　
　
も

　
簸
　
　
　
　
　
冬

　
　
　
　
　
　
今

千手地区

上野地区
除　　雪 区　　間

路　　線　　名
起　　　点 終　　　点

高原田伊友小根岸線 国　道　252　号 焼　土　　工　場

三領部落内線 三領部落内全線 環　　　状　　　線
元町新町新田線 国　　道　252　号 押木重太郎宅
上野下平新田元町線 県　　　　　　　道 長　　　安　　　寺

元町中子環状線 国　道　252　号 な　か　ま　の　家
上野下平新田元町線 や　ま　に　宅脇 県　　　　　　道

下平新田環状線 下平新田部落内全線
〃　　中沢線 ”　環状線三方 下水　処理場
新町新田環状線 新町新田部落内全線

地区橘
路　　線　　名

除　　雪 区　　間
起　　　点 終　　　点

木　落　環　状　線 木落部落内全線
仁田大原1号線木　村　重　機 大　和伸　管所
〃　四十歩1号線 県　　　　　　道 橘　小　学　校
〃　五升　苗　線 仁　田　駐在所 ハ　　リ　　マ　　ヤ
木　落　原　田　線 下　　　原　　　堤 取　安　神　社
野　口　大　原　線 堂　　　の　　　前 諏　訪　神　社
〃　　環　状　線 〃 仁　田　野　口　線

仁　田　野　口　線 米　　岡　　石　　油 橘ライスセンター
野口下原線1号線 橘　　郵　　便　　局 下　　　原　　　堤

原　田　根　深　線 取　安　神　社 根　　　　　　深
〃　　部落内線 丸安製材　所 取　安　神　社

仙田地区
路　　線　　名

除　　雪　　区　　間
起　　　点 終　　　点

田　中　藤　沢　線
赤　谷　西　浦　線
〃　　東　浦　線
室　島　神　社　線
〃　　東浦1号線
小　脇　高　倉　線
高　倉　環　状　線

中仙田新屋敷線

国　道　404　号
登　坂ハ　ル宅
田　村幸栄宅
国　　道　404　号
全　　　　　　線
県　　　　　　道
　　〃　　　囎

小林　勇　二宅

室　島水源池
公　　　民　　　館

青　山　商　店
相　　　国　　　寺

室島東浦2号一部

高倉環状線
小脇高倉線
関　　川　　屋　　宅

除　　雪 区　　間
路　　線　　名

起　　　点 終　　　点

山野田下平線 県　　　　　　道 永井コンクリート
山野田原栄町線 山野田下平線 相　崎貞雄　宅
中　島町栄町線 〃 佐　　藤　稔　　宅

山野田原栄町線 平　　野　稔　　宅 高　橋寅　義　宅
山　野田西浦線 く　りや商店脇 北　村　直　次　宅
〃　　大谷堤線 北村　直　次　宅 幹　　　　　　線

四　　郎　　兼　　線 新保クリーニング 山野田大谷堤線

山野田下平線 中島町栄町線 県　　　　　　道
東善寺籠堤線 県　　　　　　道 幹　　　　　　線
山野田木島線 発　電　所　通　り 小　　　嶋　　　屋
栄町上新井沖立線 栄　　　　　　町 千　手　神　社
裏　町　学　校　線 市川　良　夫　宅 千手小学校前
水口沢沖立中屋敷線 坂　　　新　　　宅 高　嘉　商　店前

田　中　藤　沢　線 孫　六　商　店 水　　　源　　　池

寺尾千手城跡線 しろがね床屋 長福　寺入　口
中屋敷長福寺線 高嘉　商　店脇 幹　　　　　　線
木　島　坪　山　線 木　　島　住　宅 〃

〃　　伊　友　線 扇　　　屋　　　宅 羽　鳥徳二宅
高原田伊友小根岸線 当　葉材木　店 観　　　音　　　様

北　原　伊　友　線 土地改良区事務所 川　西　高　校
伊　友　西　浦　線 星名　仁作宅 高原田伊友小根岸線

高原田元町線 当　葉材木店 幹　　　　　　線
東山新町新田線 十　　日　町　境 井川　製材所
沖　立　学　校　線 元　公　民　館 山野田木島線
坪山ため池線 坪　山　三　方 高　橋　建　材
高原田元町線 幹　　　　　　線 国　道　252　号

第1種除雪道路
　　　　　　　　　（鵡簾麓騒線）
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尋

義
購
舞
締

（11．3撮影）新潟市のデパートで開かれた作品展

　
十
一
月
一
日
、
新
潟
市
内
の
デ
パ

ー
ト
で
、
県
書
道
教
育
研
究
会
（
元

新
大
講
師
相
沢
庄
一
郎
会
長
）
主
催

の
県
競
書
大
会
授
賞
式
が
あ
り
ま
し

た
。
　
小
学
校
（
三
百
六
十
一
校
参
加
）

の
部
で
は
千
手
小
が
、
中
学
校
（
百

九
校
参
加
）
で
は
川
西
中
が
、
そ
れ

ぞ
れ
団
体
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
個
人
の
部
で
は
、
次
の
児
童
、
生

小・中あわせて21人が受賞

特
選
を
受
賞
さ
れ
た
作
品

徒
が
、
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
敬
称
略
）

　
〔
小
学
校
〕

　
【
特
選
】
　
〈
三
年
〉
南
雲
朝
子

〈
六
年
〉
星
名
聡
美
（
以
上
千
手
）

　
【
準
特
選
】
　
〈
二
年
〉
小
海
明
子

〈
三
年
〉
平
野
雄
介
　
柄
沢
大
輔

鴫
原
愛
　
門
脇
真
琴
　
柄
沢
英
理
子

〈
四
年
〉
星
名
恵
美
子
　
　
〈
五
年
〉

金
子
亜
由
美
平
野
綾
子
　
〈
六
年
〉

関
口
文
恵
　
高
橋
美
和
子

手
）
　
戸
田
奏
子
（
橘
）

南雲朝子さん（千小3年）星名聡美さん（千小6年）
（
以
上
千

　
〔
中
学
校
〕

　
【
準
特
選
】
〈
一
年
V
藤
巻
美
雪

田
中
優
子
　
　
〈
二
年
〉
数
藤
光
恵

〈
三
年
〉
小
海
裕
　
星
野
友
紀
　
小

川
聡
子
清
水
学

全国駅伝

大路の
躍を

　
十
一
月
一
日
、
新
発
田
市
で
開
か

れ
た
「
第
三
十
八
回
塁
・
同
校
駅
伝
」

で
、
五
年
ぶ
り
五
回
目
の
優
勝
を
果

た
し
た
十
日
町
高
校
男
子
チ
ー
ム
。

　
こ
の
メ
ン
バ
ー
の
中
に
、
伊
勢
平

治
出
身
の
窪
田
稔
君
（
三
年
、
英
男

さ
ん
三
男
）
が
い
ま
す
。

　
優
勝
し
た
十
高
チ
ー
ム
は
、
十
二

月
二
十
日
、
京
都
で
の
全
国
大
会
に

出
場
し
ま
す
。

窪
田
君
は
「
県
大
会
の
前
に
体
調

を
崩
し
て
、
チ
ー
ム
の
足
を
ひ
っ
ぱ

っ
て
し
ま
っ
た
。
全
国
大
会
に
は
体

調
を
整
え
て
、
が
ん
ば
り
ま
す
。
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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千
手
小
学
校

県
自
治
活
動
賞
を
受
賞

花
が
咲
い
た

二
人
一
鉢
」
運
動

　
千
手
小
学
校
（
渡
辺
一
作
校
長
、

児
童
数
三
九
九
人
）
が
、
あ
し
た
の

新
潟
県
を
創
る
運
動
協
会
か
ら
、
環

境
美
化
部
門
の
自
治
活
動
賞
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
校
の
五
十
六
年
か
ら

始
め
た
花
壇
づ
く
り
が
、
毎
年
、
花

い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
な
成

績
を
お
さ
め
て
い
る
実
績
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

Ω
慧

「
学
生
書
道
展

日中友好

川
西
中
の
書
家

多
数
が
入
選

　
十
月
十
一
日
、
県
民
会
館
（
新
潟

市
）
で
、
県
書
写
書
道
教
育
研
究
会

（
吉
田
行
雄
会
長
）
主
催
、
日
中
友

好
新
潟
県
学
生
書
道
展
の
表
彰
式
が

あ
り
ま
し
た
。

　
川
西
中
学
校
で
は
、
次
の
生
徒
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
敬
称
略
）

　
【
特
別
賞
】
”
同
研
究
会
賞

〈
一
年
〉
田
村
真
一

　
【
特
選
】
　
〈
一
年
〉
高
橋
健
太
郎

北
村
吉
弘
　
江
口
雅
子
　
藤
巻
美
雪

小
林
本
尖
示
子
　
丸
山
裕
子
　
高
橋
憲

二
　　〈

三
年
〉
清
水
靖
子
　
角
谷
諭

　
入
賞
の
田
村
真
一
君
は
、

「
特
別
賞
は
大
変
う
れ
し
い
で
す
。

小
学
二
年
か
ら
書
道
を
習
い
は
じ
め

ま
し
た
。
出
品
が
近
づ
く
と
毎
日
練

習
し
ま
す
。
来
年
の
書
き
初
め
に
も
、

が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
」

山く　藤佳晶昌薫里清田　押太
元二＿真代代子　　水村＿木田
子態入由＿　　村上麗有秀久和
　　選美局小小越村子二作光幸
　野一　橋嶋川真章　　一
　沢く　直早晴　子戸藤く星星
　秀一　樹苗美丸　田巻一名野
子態藤一一翻議難薫羅
　く高　田三二美康子　小

1華繋羅響畢
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川
西
郷
の
農
地
改
革
①

岩
瀬
金
　
子
　
幸
　
作

大
地
主
の
発
生

　
寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
に
幕

府
が
定
め
た
「
田
畑
の
永
代
売
買
禁

止
」
が
解
か
れ
た
の
は
、
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）
で
あ
る
。
土
地
の
売

買
が
自
由
に
な
る
と
、
地
積
や
石
高

を
見
な
お
す
地
租
改
正
の
き
び
し
い

調
査
が
実
施
さ
れ
、
作
ら
せ
る
者
と

作
る
者
の
区
分
が
明
確
に
な
っ
た
。

地
主
と
小
作
の
関
係
が
強
く
な
り
、

土
地
の
所
有
権
も
激
し
く
移
転
し
て

貧
富
の
差
が
増
大
し
た
。

　
大
地
主
は
、
近
世
ま
た
は
そ
れ
以

前
に
、
領
主
か
ら
あ
た
え
ら
れ
た
特

権
や
荒
れ
地
の
開
墾
、
瀬
違
い
新
田

大正初期の室島増田邸（小根岸小海正太郎さん所蔵

の
開
発
な
ど
に
よ
っ
て
発
生
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
丹
那
（
だ
ん
な
）
様
は
、

わ
が
国
の
資
本
主
義
が
発
展
し
て
い

く
過
程
で
、
小
農
が
資
金
難
や
米
・

繭
相
場
の
変
動
な
ど
か
ら
耕
地
や
山

林
を
手
放
す
こ
と
が
相
つ
い
だ
。
そ

れ
を
買
い
入
れ
て
蓄
積
し
、
そ
の
広

大
な
土
地
を
小
作
さ
せ
た
。
か
た
わ

ら
、
有
能
な
執
事
た
ち
を
得
て
土
地

や
山
林
資
源
を
活
用
し
、
金
融
、
醸

造
、
商
工
業
な
ど
を
営
む
こ
と
で
加

速
度
的
に
財
を
成
す
こ
と
が
で
き
た
。

　
明
治
三
十
五
年
刊
の
「
新
潟
県
地

価
持
姓
名
録
」
に
は
、
川
西
郷
の
大

地
主
と
し
て
、
次
の
五
氏
が
あ
げ
ら

れ
て
い
る
。
（
数
字
は
地
価
額
粋
円
）

星
名
佐
藤
治

増
田
　
次
郎

押
木
良
平

平
沢
長
一
郎

酒
井
幡
一
郎

七二六七九
ヤ　　 ペ　　 ヤ　　 ヤ　　 ペ

四四五四七
五六二〇八
二〇九〇九
山北田室上
谷山戸島野

地
所
持
ち
百
人
衆

　
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
に
、
川

西
郷
五
力
村
で
地
価
百
五
十
円
以
上

を
有
し
た
地
主
は
、
六
二
〇
人
を
数

え
て
い
る
。
こ
の
年
、
五
月
上
旬
の

米
相
場
は
、
玄
米
（
並
下
）
四
斗
入

り
一
俵
（
六
〇
キ
ロ
）
が
五
円
三
十

銭
で
、
地
価
の
七
百
円
は
、
米
一
三

二
俵
に
相
当
し
た
。

　
村
外
所
有
者
も
含
め
た
地
所
持
ち

百
人
衆
は
、
次
の
地
主
た
ち
で
あ
っ

た
（
「
中
魚
沼
郡
地
主
鑑
」
か
ら
、

単
位
円
）
。

千
手
町
村

星
名
松
太
郎
三
、
七
二
二

星
名
彦
太
郎
二
、
二
六
一
二

柄
沢
　
銀
輔
　
一
、
九
四
四

数
藤
治
郎
吉
　
「
六
一
一
二

柄
沢
　
萬
吉
　
一
、
一
二
〇

数
藤
慶
造
　
一
、
一
一
〇

数
藤
寅
蔵
　
一
、
〇
二
八

数
藤
奥
太
郎
　
一
、
○
○
○

丸
山
　
愛
蔵
八
、
四
四
七

酒
井
　
軍
平
　
一
、
三
二
八

長
福
寺
一
、
二
七
〇

丸
山
　
エ
イ
　
　
九
一
八

白
井
藤
蔵
　
　
八
四
〇

小
林
初
太
郎
　
　
八
○
○

南
雲
　
政
二
　
　
七
七
〇

小
野
塚
孫
太
郎
　
八
〇
六

平
野
多
七
郎
　
　
七
六
一

増
田
太
平
治
九
、
三
七
六

古
沢
　
英
保
　
　
九
三
八

小
林
林
治
　
　
八
八
九

　
中
　
野

清
龍
寺

中
村
勇
松

高
橋
栄
三
郎

中
村
茂
平

沖
立

〃

〃〃〃〃〃
〃中
屋
敷

〃藤上室〃〃〃〃〃〃〃

沢野島

村　
九
九
七
霜

一
、
七
九
八
坪

一
、
二
六
五
　
〃

　
九
八
七
　
〃

山条

中
村
貞
吉

高
橋
増
三
郎

高
橋
　
一
夫

丸
山
宗
治
郎

星
名
壮
太
郎

長
徳
寺

羽
鳥
卯
之
松

星
名
佐
藤
治

増
田
太
平
治

押
木
竹
尾

星
名
民
之
助

古
沢
英
保

根
津
礼
三

丸
山
源
司

長
安
寺

押
木
喜
代
吉

上
村
要
吉

清
水
荘
太

清
水
幹
太
郎

清
水
正
徳

水
品
彦
市

小
海
八
太
郎

小
海
勝
善

増
田
太
平
治

星
名
松
太
郎

　六九一一　　 二
　　　　 ヤ　　 ヤ　　 ヤ　　　　　　　　　ヤ

七〇二三七八七五七八
二一一一三三六一六四
八九二一五七四二九一
壁上”揮”藤”坪
斥島野　重治　田　山

上
　
野
　
村

星
名
佐
藤
治
四
四
、
三
八
○
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

丸丸丸野野
山山山沢沢橘

二
、
二
一
八

一
、
七
九
八

　
九
七
三

一
、
九
七
三

二
、
一
二
二

一
、
七
〇
〇

六
、
〇
九
四

三
、
○
八
七

二
、
一
七
八

　
七
九
四

一
、
〇
二
六

五
、
〇
二
〇

一
、
七
一
六

一
、
二
一
二
五

　
九
三
四

　
　
村

秀
保
二
、
五
五
三

永
造
二
、
〇
一
三

準
蔵
二
、
五
六
五

熊
吉
二
、
〇
四
二

源
吉
　
一
、
九
三
六

野

〃〃新
町
新
田

元
町

〃下
ヰ
新
田

〃沖室〃小三〃〃
　　　根
立島　岸領

野
　
口

〃

原
田

〃〃

小丸星須田木小山木
海山名藤中村幡田村
八　佐　　　　治
太愛藤文久才仁郎鉄
郎蔵治平策吉策吉蔵
　一四　一一一二三
　ヤ　　 ヤ　　　　　　ヤ　　 　　　 ヤ　　 ヤ　　

ヤ

九六五九二二二〇〇
六五八二一五六二二
八五二九八三四四八
小中上〃下〃〃〃仁
根屋
岸敷野　原　　　田

仙
　
田
　
村

南
雲
　
壮
七
　
　
九
〇
四

増
田
太
平
治
三
四
、
二
九
三

鍬梨輪相醤輔
　　　　秀国
平林忠源五　久栄省定
吉治吉佐郎寺蔵三三助

佐
藤
小
平
蔵

登登川川押押押
坂坂崎崎木木木

林匡隆俊源千竹
平次吉平作里尾

史
杢
畳
二
太

田
中
信
一

江
口
熊
三
郎

二
、
五
二
五

二
、
四
八
一

一
、
二
八
二

一
、
〇
三
一

　
九
三
八

　
九
三
四

一
、
〇
六
二

　
八
九
五

二
、
九
三
二

　
八
九
八

　
八
七
八

二
、
九
四
七

一
、
五
三
五

　
八
五
二

一
、
三
一
四

　
八
五
七

一
、
三
二
四

　
九
四
三

　
七
一
四

　
八
九
二

　
七
八
八

中
仙
田
室
島

〃〃田〃〃藤〃高桐〃〃〃〃

戸　 沢倉山

〃越
ケ
沢

〃

赤
谷
岩
瀬

〃小
白
倉

〃
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お知らせします

国團
国国

山田十久二さん千代田区

き
疹
ザ
㌧、

手
が
足
が
覚
え
て
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
盆
　
　
踊
　
　
り

　
ビ
ル
の
谷
間
で
見
つ
け
た
菊
の
花

に
、
あ
の
澄
み
き
っ
た
晩
秋
の
古
里

が
、
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
こ
ろ

と
な
り
ま
し
た
。
故
郷
の
皆
様
は
お

元
気
で
し
ょ
う
か
。

　
今
日
は
東
京
か
ら
、
故
郷
を
し
の

び
な
が
ら
大
勢
の
人
た
ち
が
、
毎
年

集
ま
っ
て
い
る
会
の
あ
る
こ
と
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
そ
の
会
の
名
は
、

「
東
京
仁
田
会
」
会
員
は
、
川
西
町

仁
田
地
区
の
出
身
者
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
会
は
、
昭
和
士
二
年
十
一
月

三
日
「
東
京
仁
田
村
人
会
」
と
し
て

発
足
し
た
の
が
、
そ
の
始
ま
り
で
す
。

あ
の
戦
中
戦
後
非
常
に
困
難
な
時
期

に
、
私
た
ち
の
先
輩
は
、
こ
の
仁
田

会
の
火
を
消
さ
ず
に
、
守
り
抜
い
て

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
～
る
点
Y
ン
㌧

　
　
　
　
　
’

先
生
も
一
兀
気

　
　
　
　
　
　
よ
か
っ
た
な
い
！

　
十
月
二
十
四
日
、
六
日
町
で
五
十

年
ぶ
り
の
「
恩
師
を
囲
む
会
」
が
あ

り
ま
し
た
。

　
昭
和
五
年
か
ら
十
一
年
ま
で
、
当

時
の
仙
田
村
立
仙
田
小
学
校
高
倉
分

教
場
の
卒
業
生
（
高
橋
弥
太
郎
会
長

ー
九
十
五
人
）
四
十
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
、
東
京
方
面
か
ら

二
十
一
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
恩
師
は
、
岩
田
寅
二
郎
さ
ん
（
85

く
れ
た
の
で
す
。

　
私
た
ち
が
、
こ
の
会
の
お
世
話
を

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
五

十
五
年
か
ら
で
す
。
そ
れ
以
後
は
、

会
場
を
決
め
て
お
き
、
毎
年
九
月
の

最
後
の
日
曜
日
に
総
会
を
開
い
て
い

ま
す
。

　
今
年
も
東
京
を
中
心
に
、
神
奈
川
、

千
葉
、
埼
玉
、
群
馬
、
そ
し
て
遠
く

は
沼
津
か
ら
男
女
合
わ
せ
て
三
十
九

人
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

年
齢
も
二
十
歳
か
ら
七
十
五
歳
と
、

明
治
、
大
正
、
昭
和
の
三
世
代
が
、

な
ん
の
わ
だ
か
ま
り
も
な
く
自
分
の

生
家
に
帰
っ
た
よ
う
な
く
つ
ろ
ぎ
楽

し
み
ま
し
た
。

　
会
半
ば
で
は
、
全
員
で
「
里
の
秋
」

「
星
影
の
ワ
ル
ッ
」
　
「
誰
か
故
郷
を

　
　
　
さ
ノ
ん
ー

で
歳
ー
十
日
町
市
小
泉
在
住
）
と
、
近

藤
（
旧
姓
高
橋
）
静
江
さ
ん
（
7
3
歳
ー

室
島
出
身
・
十
日
町
市
下
条
在
住
）

の
お
二
人
で
す
。

　
同
校
は
、
す
で
に
六
十
年
三
月
閉

校
、
百
十
余
年
の
歴
史
を
と
じ
た
ば

か
り
で
す
。
校
舎
は
な
く
な
っ
て
も

師
弟
の
き
ず
な
は
、
い
つ
ま
で
も
存

続
し
て
い
ま
す
。

想
わ
ざ
る
」
を
大
合
唱
し
、
終
わ
り

に
は
恒
例
の
盆
踊
り
で
す
。
都
会
生

活
の
わ
ず
ら
わ
し
さ
や
仕
事
の
こ
と

を
一
切
忘
れ
て
、
大
声
を
張
り
上
げ

て
思
い
っ
き
り
踊
り
、
最
後
は
「
天

神
ば
や
し
」
で
し
め
て
散
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
新
幹
線
が
出
来
、
関
越
道
路
が
出

来
て
も
、
田
舎
に
は
な
か
な
か
帰
れ

ま
せ
ん
。
何
年
も
帰
っ
て
い
な
い
人

も
い
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
私
た

ち
の
心
の
な
か
か
ら
故
郷
を
消
す
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
す
。
そ
し
て
、

私
た
ち
が
思
い
出
す
故
郷
は
、
い
つ

も
美
し
く
温
か
い
の
で
す
。
そ
う
し

た
思
い
が
こ
の
会
を
つ
く
っ
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
も
う
冬
も
間
近
（
1
0
・
31
付
け
お

便
り
）
で
す
。
皆
々
様
の
ご
健
康
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

東京仁田会に集まったみなさん
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⑳⑦㊦、

ノ停電の　、
　　由突oり’せ

今回はありません。

｛＝、

鰍
心配ごと相談

12月16日（水）…・克雪センター

　　23日（水）・…総合センター

1月6日（水）…・上野コミセンター

時間は、午後1時～3時です。

r一一一移動交通事故相談一…・
o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

：　1月5日（火）　　　　　　　　：
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i十日町市役所　　　　　　　　i

i受付は、午前10時～午後2時　i
■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6

　　　　　　　　　　　　　　11

〔
謬

〕

　年末年始の

1事故防止運動
62．12．11～63．1．10鱗
年　ルールを守って　安全運転

　　【重　点】

飲酒運転の追放

歩行者、自転車事故の防止

スリップ事故の防止

踏切事故の防止

るく年くゆ

／
2
3
4

◎酒を飲んだら車を運転しない。

◎車を運転するときは酒を飲まない。

◎車を運転する者には酒をすすめない。

製
造
事
業
所
の

　
　
　
　
皆
さ
ん
へ

　
十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
、
工
業

統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
の
対
象
と
な
る
製
造
業
を
営

む
事
業
所
に
は
、
年
末
年
始
に
か
け

て
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

　
担
当
す
る
調
査
員

千
手
地
区
市
川
幸
治
さ
ん
（
中
島
町
）

上
野
地
区
南
雲
隆
三
さ
ん
（
三
　
領
）

橘
　
地
区
滋
野
定
良
さ
ん
（
野
　
口
）

仙
田
地
区
小
林
政
夫
さ
ん
（
中
仙
田
）

町
の
色
（
イ
メ
ー
ジ
ヵ
ラ
↓

町
旗
は
濃
い
黄
緑
に
、

　
先
日
募
集
し
た
町
の
色
に
は
、
二

十
人
近
い
方
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
圧
倒
的
に
多
い
「
黄
緑

色
」
が
町
の
色
と
決
ま
り
、
町
旗
の

地
色
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

町
の
マ
ー
ク
は
、
斎
藤
博
文
先
生

（
川
中
．
美
術
担
当
教
諭
）
の
ご
指

導
を
得
て
「
白
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
色
合
い
は
、
　
「
雪
に
も
め
げ

ず
、
た
く
ま
し
く
育
つ
、
町
の
木
ブ

ナ
の
力
強
い
芽
ぶ
き
」
を
表
現
す
る

も
の
で
す
。

ひと足早い2グマスプレゼントは

　ジャンボなツリー

央
ま
る

、
γマ
ー
ク
は
白

　
「
ク
リ
ス
マ
ス
に
な
っ
て
も
、
ツ
リ
ー
も
な
い
。
ジ
ン
グ

ル
ベ
ル
の
音
楽
も
聞
こ
え
て
こ
な
い
町
で
は
、
子
供
た
ち
も

さ
み
し
い
の
で
は
？
」
と
、
千
手
地
区
商
店
の
若
い
人
た
ち

が
中
心
と
な
っ
て
、
総
合
セ
ン
タ
ー
前
に
、
ジ
ャ
ン
ボ
ツ
リ

ー
（
高
さ
十
五
メ
ー
ト
ル
）
を
作
り
ま
し
た
。

　
杉
の
木
な
ど
を
提
供
い
た
だ
き
完
成
し
た
ツ
リ
ー
の
総
経

レ
な
費
は
、
お
よ
そ
＋
五
万
円
．
±
月
二
＋
六
日
か
ら
灯
が
と

　
　
　
　
も
り
ま
し
た
。
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出息
善

（
敬
称
略
）

新
潟
川
西
農
協

　
　
　
　
道
路
反
射
鏡

十
二
基

社
会
福
祉
協
議
会
に

須
藤
良
平
（
下
原
）

小
川
滋
（
下
平
新
田
）

五
万
円

一
一
十
万
円

須
藤
誠
一
（
下
原
）

野
沢
和
幸
（
仁
田
）

五
万
円

三
万
円

　
　
お
こ
と
わ
り

社
会
福
祉
協
議
会
（
根
津
正
治
会

長
）
は
、
町
会
計
に
属
さ
な
い
、
い

わ
ゆ
る
外
郭
団
体
で
す
。
他
団
体
と

の
均
衡
上
、
次
号
か
ら
こ
の
欄
に
は

掲載し

な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
お
　
わ
　
び

　
先
月
号
七
ぺ
ー
ジ
の
リ
ゾ
ー
ト
特

定
地
域
区
域
図
中
、
　
「
苗
場
山
麓
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
体
験
学
習
型
リ
ゾ
ー

ト
」
と
「
八
海
・
巻
機
山
麓
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
自
然
体
験
型
リ
ゾ
ー
ト
」

の
標
示
が
逆
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

訂
正
し
ま
す
。

わんきん）一

ふ
く

し

国
民
年
金
の
掛
金
は

　
　
　
　
税
金
の
控
除

公給領収証を
必ず受け取りましょう！

公給領収証の交付・受領強調月間

　　62．12．10～63．1．9

　料理店などの経営者が、みな

さんから税金を受け取ったしる

しとしてお渡しするのがr公給

領収証」です。また、公給領収

証はみなさんからいただいた税

金が、正しく県に納められたか
　　　　　　　　　　　　　　　

どうかのあかしとなる大切な役

割をもっています。

十日町財務事務所間税係
一
費
5 7－5511（内205）閣

寸文

象
に
な
り
ま
す

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
年
末
調
整
の
と
き
に
、
農
業
や
自
営
業
の
方
は
二
月

か
ら
一
二
月
に
か
け
て
の
確
定
申
告
の
と
き
に
、
そ
れ
ぞ
れ
申
告
書
の
「
社

会
保
険
料
」
欄
に
今
年
一
年
間
に
納
め
た
掛
金
の
額
を
記
入
す
れ
ば
、
全

額
所
得
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

　
十
二
月
は
年
末
調
整
の
月
で
す
。

該
当
す
る
人
は
、
国
民
年
金
の
掛
金

を
忘
れ
ず
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

控
除
さ
れ
る
掛
金
の
額

①
定
額
掛
金

　
一
月
～
三
月

　
　
一
カ
月
　
七
、
一
〇
〇
円

　
四
月
～
十
二
月

　
　
一
カ
月
　
七
、
四
〇
〇
円

　
し
た
が
っ
て
、
一
年
間
で
は
、

　
毎
月
納
付
…
…
八
七
、
九
〇
〇
円

　
前
納
納
付
…
…
八
六
、
六
六
〇
円

と
な
り
ま
す
。

②
付
加
掛
金

　
　
一
カ
月
四
〇
〇
円

　
し
た
が
っ
て
、
一
年
間
で
は
、

　
毎
月
納
付
…
…
四
、
八
○
○
円

　
前
納
納
付
…
…
四
、
六
八
○
円

　
付
加
掛
金
を
納
め
て
い
る
方
は
、

①
の
額
に
②
の
額
を
加
え
た
額
が
控

除
さ
れ
ま
す
。

　
掛
金
の
免
除
を
受
け
た
人
に
は

　
有
利
な
追
納
制
度
が
あ
り
ま
す

経
済
的
な
理
由
な
ど
、
事
情
が
あ

っ
て
国
民
年
金
の
掛
金
免
除
を
受
け

て
い
る
人
に
は
、
そ
の
後
、
生
活
に

ゆ
と
り
が
で
て
き
た
と
き
に
、
さ
か

の
ぼ
っ
て
掛
金
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
る
有
利
な
追
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
掛
金
の
免
除
を
受
け
た
期
間
を
そ

の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
、
年

金
を
受
け
る
と
き
に
、
年
金
額
が
三

分
の
一
に
な
り
ま
す
。
こ
の
追
納
制

度
に
よ
れ
ば
、
十
年
ま
で
さ
か
の
ぼ

っ
て
免
除
期
間
の
掛
金
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
掛
金
の
額
は
、
そ
の
免
除
を
受
け

た
と
き
の
額
で
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
大
変
有
利
で
す
。
た
だ
し

昭
和
六
十
一
年
四
月
分
以
降
の
期
間

に
つ
い
て
は
、
二
年
を
経
過
す
る
と

当
時
の
掛
金
額
に
加
算
額
が
つ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

握除

ぺA

列

　　　　孝
＼：　　づ

　　　　　ゴ
　ー　　　　　　1

　》　　　　，ρ

　二

所碍

憲
哩
薫
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編縁霧煽う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
あ
き
守
　
一

　
　
　
　
　
ひ
と
み

　
　
　
ゆ
た
か
一
男

　
　
　
　
辛
初
美

　
　
　
あ
い
こ
昭
夫

　
　
　
　
　
久
美
子

　
　
　
ま
な
み
孫
幸

　
　
　
よ
う
す
け
三
義

丸
山
洋
祐

　
　
　
　
　
姿
　
子

　
　
　
さ
と
こ
秋
夫

星
野
都
子
　
　
二
男
根
深

　
　
　
　
　
、
、
・
キ
子

山
口
歩
樹
　
　
二
男
仁
田

齋
木
　
　
谷
　
　
　
　
長
男
室
　
島

涌
井
　
愛
子
　
　
　
　
二
女
仁
　
田

中
條
　
愛
美
　
　
　
　
長
女
坪
　
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ

　
　
　
　
　
節
子
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
二
男
原
田

　
　
　
ゆ
た
か
雅
幸

五
十
川
裕
　
　
二
女
沖

　
　
　
　
　
　
い
み
子

　
　
　
こ
と
み
吉
美

中
村
　
琴
美
　
　
　
　
二
男
仁

　
　
　
　
　
由
紀
子

　
　
　
ま
な
み
正
幸
　
　
、

齊
木
愛
美
　
　
　
長
女
4

　
　
　
　
　
　
一
　
恵

　
　
　
ゆ
う
き
広
二

久
保
田
裕
紀
　
　
　
　
長
男
栄

　
　
　
　
　
由
美
子

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

立田脇町

　　　　ハ　　　　　　　　

太丸井星川川篠高

田山川名崎崎田橋

芳昭清　良政秀徹

美男江智子春子夫

十根新上上上北田
日　町　　　海
箒深幣野野野道中
か　 か　 か　 か
ヒ　　　　　　　　　 ヒ　　　　　　　　　 い　　　　　　　　　 ヒ

ら　　り　　ら　　り

　　　　　　　　昇根星江小
天

1津名口林
コぐ

‘一　園正亨克
め

い　江明子彦
福　　、

　　り　　ら

瀬
賀
．
芳
江
37

片
桐
イ
ネ
6
3

茂
野
光
吉
6
9

安
本
政
太
郎
7
7

宮田中星高野星
　口條名橋澤名

福
治
7
8

ト
メ
8
0

清
野
8
0

ヒ
サ
8
0

ク
ニ
84

ラ
ク
84

ム
メ
87
ハ　ハ　ハ　ハ　ハ　ハ　ハ　ハ　ハ　ハ　ハ
新昭廣益　和　本孝榮ト
　　　宏　昇一吉一雄　幸　人志ニメ）　）　）　）　）　）　）　）　）　）　）

東
善
寺

小
白
倉

高
原
田

神
社
町
霜
条
仁
田

四
郎
兼

下平

新
田

岩
瀬
木
落

朝
日
町

羨
、

　
　
　
発
電
所
通
り

○
特
選
の
金
紙
貼
り
て
菊
祭

○
開
眼
の
墓
に
舞
い
来
し
秋
の
蝶

小
わ
に
レ

璽贋
太
田
白
南
風
選

　
　
小
川
　
京
子

　
　
新
年
俳
句
募
集

　
　
　
　
紐
月
2
5
日
必
着

＊
題
　
雑
煮
・
初
明
り
・
新
年
雑
詠

＊
は
が
き
一
枚
に
五
旬
以
内

＊
町
内
名
、
氏
名
明
記
（
雅
号
の

人
は
実
名
も
）

＊
役
場
内
「
文
書
広
報
係
」
か

中
央
町
「
太
田
白
南
風
」
あ
て

＊
入
賞
者
に
は
粗
品
呈
上

　
　
　
　
　
　
　
三
領
　
高
橋
た
か
し

○
溝
そ
ば
の
さ
か
り
の
畦
の
草
紅
葉

本
家
か
ら
菊
の
鉢
借
り
祝
事

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
小
川
　
益
栄

　
遅
く
ま
で
動
く
影
あ
る
夜
な
べ
の
灯

陽
を
抱
き
し
大
寺
の
庫
裡
干
大
根

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

陰
膳
の
き
の
こ
ご
飯
の
山
盛
り
に

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

南
天
に
雪
占
な
っ
て
み
る
囲
い

　
　
　
　
　
　
所
沢
市
　
池
上
マ
サ
子

航
空
シ
ョ
ウ
華
や
か
に
し
て
文
化
の
日

　
　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
律

山
茶
花
の
こ
ぼ
る
・
紅
を
掃
き
寄
す
る

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生

　
老
二
人
に
は
や
・
多
き
干
大
根

　
　
　
　
　
　
ノ
㌔

　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

鳥
渡
る
見
ゆ
る
限
り
を
打
ち
仰
ぎ

　
　
　
　
新
町
新
田
　
井
川
　
　
亘

囲
い
し
て
ひ
と
き
わ
高
き
庭
木
か
な

　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女

軸
替
え
て
手
の
冷
え
冷
え
と
年
の
暮

　
　
　
　
　
中
屋
敷
　
数
藤
壮
一

焼
藷
の
熱
さ
し
み
じ
み
父
母
の
昧

　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
登
坂
登
岳

え
ん
堤
に
二
三
羽
遊
び
渡
り
鳥

　
　
　
　
　
守
口
市
　
大
久
保
正
作

越
の
山
雪
う
っ
す
ら
と
粧
え
り

　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

柿
熟
れ
て
も
ず
の
二
三
羽
来
る
日
な
り

　
　
　
　
新
町
新
田
　
万
　
　
柿

湯
の
宿
の
窓
越
し
に
見
る
枯
野
か
な

ヨ
参
酒

。。

　
　
　
　
　
ノ
　
　
ノ
ク

　
　
　
　
◎
6
総
竣

　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
牙
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縮

　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ぴ
　
　
リ
　
ノ

　
　
　
　
『
馨
観

　
酒
の
酔
い
は
、
胃
や
小
腸
で
吸
収

さ
れ
た
ア
ル
コ
ー
ル
分
が
血
液
中
に

運
ば
れ
、
脳
神
経
細
胞
に
作
用
す
る

た
め
に
起
こ
り
ま
す
。
血
中
ア
ル
コ

ー
ル
濃
度
と
酔
い
の
度
合
い
の
関
係

に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で

も
、
血
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
が
○
・

〇
五
％
に
達
す
る
と
ほ
ろ
酔
い
加
減

に
な
る
と
い
う
の
が
お
よ
そ
の
目
安

で
す
。

　
血
中
濃
度
を
○
・
〇
五
％
に
す
る

ア
ル
コ
ー
ル
量
は
、
自
分
の
体
重
に

ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
を
つ
け
た
体
重
が
目

安
で
す
。
体
重
六
十
キ
ロ
の
人
な
ら

六
十
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
、
日
本
酒
だ
と

二
合
ち
ょ
っ
と
の
量
で
す
。

　
酒
に
含
ま
れ
る
ア
ル
コ
ー
ル
の
量

は
、
酒
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
中
の
ア
ル

コ
ー
ル
分
を
い
い
、
　
「
度
」
で
表
示

宿
（
舗
蕎
”
）

　
　
　
【
醍
　
　
　
、

　
　
　
訓
．
≦
B

さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
十
五
度
の
日

本
酒
な
ら
ば
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
中
十

五
（
、
、
リ
リ
ッ
ト
ル
の
ア
ル
コ
ー
ル
分

が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
さ
て
、
血
中
に
入
っ
た
ア
ル
コ
ー

ル
は
大
部
分
が
肝
臓
に
あ
る
代
謝
酵

素
に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
、
最
終
的
に

は
水
と
炭
酸
ガ
ス
に
な
っ
て
体
外
へ

排
出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
一
時
間
あ
た

り
の
分
解
量
は
、
血
中
濃
度
を
○
．

〇
五
％
に
す
る
ア
ル
コ
ー
ル
量
に
ほ

ぼ
匹
敵
し
ま
す
。

　
従
っ
て
、
一
般
的
に
い
っ
て
上
手

な
飲
み
方
の
結
論
は
、
一
日
日
本
酒

二
合
（
ビ
ー
ル
な
ら
大
び
ん
二
本
く

蔀
お
驚
躯
鯉
罫
幕
嬉
罰

そ
れ
以
上
量
が
髪
た
り
・
夜
遅
麗

く
ま
で
飲
む
と
二
日
酔
い
に
な
り
ま
鞠

す
。＋
鉄
館
籍
卿
舗
ぺ
鰐
齢
躍

馳
駄
藷
聯
契
嫁
欝
鰯

る
だ
け
で
隻
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
螺

と
る
う
え
か
ら
も
必
要
で
す
。

■
、
ー 　
一


